
令和３年度文芸専門部講習会実施要項

１ 目 的 講演や講習を行い、文芸創作活動に携わる高校生の表現に対する意識・技術を高める。
また、高校生の交流を通じ、文芸部活動の活性化を図る。

２ 日 時 令和３年10月23日(土) 13:00～16:00

３ 会 場 刈谷市産業振興センター ２０３会議室

４ 主 催 愛知県高等学校文化連盟文芸専門部

５ 後 援 愛知県、愛知県教育委員会、名古屋市、名古屋市教育委員会、愛知県私学協会

６ 内 容 13:00～13:20 受付
13:20～13:30 開会（部会長挨拶）
13:30～15:40 「小説は話の内容より文体のほうが大事」（散文のワークショップ）

講師：諏訪哲史先生（作家）
15:40～15:50 生徒謝辞
15:50～16:00 閉会（副部会長挨拶、諸連絡）

＜諏訪哲史（すわ・てつし）先生プロフィール＞
作家。1969年名古屋市生まれ。國學院大学文学部哲学科卒業。
2007年小説『アサッテの人』（講談社）で群像新人文学賞・芥川賞を受賞。
他の長編に『りすん』『ロンバルディア遠景』（いずれも講談社）、短編集に『領土』『岩塩の女王』

（いずれも新潮社）。またエッセー集に『スワ氏文集（すわし・もんじゅう）』（講談社）、『うたか
たの日々』（風媒社）、文学批評集に『偏愛蔵書室』『紋章と時間――諏訪哲史文学芸術論集』（いず
れも国書刊行会）、編著に『種村季弘傑作撰Ⅰ・Ⅱ』（国書刊行会）などがある。

７ 対 象 文芸・創作に関心のある県内の高校生

８ 課 題 事前課題があります。参加者には９月下旬ごろ、課題を学校宛てにメールで送付し
ますので、各校で印刷をお願いいたします。
課題は講習会当日に持参して下さい。講師の指示に従い、発表(朗読)する予定です。

９ その他 発熱、風邪症状がある場合は参加をご遠慮ください。
参加される方は、マスクを常時着用し、会場への入退場の際は手指消毒を行ってく

ださい。新型コロナの感染拡大状況によっては、予定が変更となる場合がございます。

別紙連絡票に記入して９月１５日(水)までにFAXで申し込んでください。
なお、新型コロナ感染拡大防止のため、人数調整をする可能性がございます

ので、あらかじめご承知おきください。
講習会に参加しない場合も、「映絵」応募について記入し、ご回答ください。

「映絵」応募については、予定で結構です。

刈谷市産業振興センター

〒448-0027刈谷市相生町１丁目１番地６

＊JR、名鉄三河線「刈谷」駅北口より徒歩３分

愛知県高等学校文化連盟文芸専門部
愛知県立昭和高等学校内（担当 長谷川)
〔TEL〕(052)831-6326 〔FAX〕(052)832-8695



ファクシミリ連絡票

令和３年 月 日

<受取人>

愛知県高文連文芸専門部

愛知県立昭和高等学校 長谷川ゆみ

FAX 052-832-8695

TEL 052-831-6326

<差出人> 高等学校

＊ＦＡＸ締め切り ９／15（水)
氏名

FAX
講習会参加者がない場合も、「映絵」応募に
ついての回答のみ記入してお送りください。 TEL

件 名 講習会参加者 及び 「映絵1９号」への作品応募について

＜講習会について＞＊10月23日(土)の講習会の参加生徒の学年・氏名・性別をご記入下さい。

新型コロナ感染拡大防止のため、人数調整をする可能性がございますので、あらかじめご
承知おきください。

学 年 氏 名 性 別 学 年 氏 名 性 別

引率者

(1) 日 時 10月23日（土）13:00～16:00

(2) 場 所 刈谷市産業振興センター ２０３会議室

(3) 日 程 「小説は話の内容より文体のほうが大事」（散文のワークショップ）

講師：諏訪哲史 先生（作家）

(4) 事前課題 課題資料（プリント4枚）を読んで文章を書き、講習会当日に持参する。

課題資料は参加者の学校宛てに、９月下旬ごろメールで送付予定。

＜｢映絵19号」への応募について＞ ＊いずれかの番号に○をつけ、人数をご記入下さい。

(1) 応募予定 １ 散文 ２ 詩 （ 人） ３ 短歌（ 人）

４ 俳句（ 人） ５ 部誌 ６ 装画

(2) 応募せず

【通信欄】

＊９月１５日（水）までに本状のみご返信ください。（できるだけ高画質でお願いします。）




